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▲森の中での昼食を食べる園児

▲植物と触れ合う園児
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News of Unzen ニュースうんぜん
第３回農業女子力プロジェクトin雲仙を開催

　1月17日、瑞穂町の森田屋において、市と雲仙市
担い手育成総合支援協議会が「第3回農業女子力プ
ロジェクトin 雲仙」を開催しました。この研修は雲
仙市の農業振興の中で重要な役割を果たす女性農業
者の更なる意欲向上と地域間交流を目的に開催され、
家族経営協定や農業者年金、男女共同参画社会など
について学びました。参加者からは、「家族経営によ
る経営力の向上に
は、まずは家族同
士が話し合う場を
持 つ こ と が 大 切 」
といった感想が聞
かれました。

第24回南串山書き初め大会

　1月5日、南串中学校体育館において「第24回南
串山書き初め大会」が開催されました。南串山で毎
年行なわれる伝統的な行事で、76人の小中学生が
参加しました。今年も大正時代に書かれた書き初め
展示が行なわれ、書き初めの由来などを聞き、各自、
新年の思いを筆に込め、集中して課題を書き上げる
ことができました。

災害時の相互応援協定を締結しました

　2月17日、雲仙市と熊本県長洲町による「災害時
相互応援に関する協定」を締結しました。
　これは災害発生時の応急対策および復旧対策を円
滑に遂行するため、食料や飲料水、生活必需品など
の供給、必要な資機材の提供、職員の派遣、被災者
の受入れおよび住宅のあっせんなど、相互応援体制
を構築し、防災力と災害対応力の強化を図ろうとい
うものです。今回の協定締結により、物資や資機材
などをより迅速に供給できることが期待されます。

第28回南串山新春マラソン大会が開催

　1月14日、南串山文化センターを起点に、恒例の
南串山新春マラソン大会が開催され、小中学生150
人が商店街を元気よく駆け抜けました。
　各学年冬休みに走りこんだ成果を遺憾なく発揮
しデッドヒートを展開。寒さも吹き飛ばす熱いマラ
ソン大会となりました。

コミュニティ助成事業で整備しました

　一般財団法人自治総合センターで
は、宝くじの社会貢献広報事業とし
て、宝くじの受託事業収入を財源に
コミュニティ助成事業を行っていま
す。この宝くじ
の 助 成 金 を 活
用して、次の物
品・ 施 設 が 整
備されました。

三室地区風流保存継承事業実行委員会
風流太鼓等の整備（吾妻町）

平木場自治会
平木場公民館の建設（吾妻町）
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News of Unzenニュースうんぜん
105メートルの恵方巻き作り

　2月5日、小浜町の足湯「ほっとふっと105」に
おいて、観光客や住民、約300人が105メートルの
恵方巻き（オバマロール）作りに挑戦しました。足
湯に沿って設置された長机には、のり750枚に酢飯
100キロ、島原半島内の野菜などが準備され、担当
者の合図のもと、参加者らは一斉に恵方巻き（オバ
マロール）を巻きました。この催しはオバマ前大統
領の労をねぎらう「オバマ感謝祭」のイベントの一
つとして開催され、完成後は「おいしい」という声
が多数上がっていました。

雲仙市不法投棄情報提供事業協定調印式

　1月27日、日本郵便株式会社雲仙市内郵便局と
「雲仙市不法投棄情報提供事業協定」を締結しまし
た。締結内容は、郵便局員が配達業務中などに発見
した不法投棄等の情報を、業務に支障のない範囲で
市へ提供いただくというものです。
　市では環境監視員による不法投棄パトロールや市
民への啓発活動、市有地などに投棄された不法投棄
物の回収など、市単独あるいは県南保健所や雲仙警
察署などの関係諸機関とともに不法投棄撲滅に取り
組んでいますが、今回の協定が不法投棄撲滅を更に
推し進める大きな力になることが期待されます。

平成28年度雲仙市教育委員の活動報告

　雲仙市教育委員は、毎月開催される教育委員会定
例会での議案などの審議のほか、教育現場・施設の
実態の把握のための学校訪問、各種行事・式典への
参加など、様々な活動を行っています。

○雲仙市教育委員会定例会の開催
　毎月開催しており、条例改正や各種委員の選任等
の議案審査を中心に、教育施策の実施状況などにつ
いて協議を行ないました。また、教育委員会事務局
の主な事業の取り組み状況等の説明を受け、教育現
場の実態把握に努めています。

○雲仙市総合教育会議への参加
　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改
正により、市長と教育委員が十分な意志疎通を図る
ため市長が開催するもので、5月と11月の2回開催
され、「確かな学力を育成する教育の推進」「雲仙市
内極小規模校の今後の在り方」などについて意見交
換を行いました。

○学校訪問の実施
　校長の学校経営や学校施設の状況を把握するこ
とにより、学校現場の教育状況の把握に努め、学校
教育の振興を図るために、教育委員による学校訪問
を実施しました。大塚小学校、国見中学校、多比良
小学校、木指小学校の4校を訪問しました。

○その他各種行事・式典等への参加
　小中学校入学式・卒業式、小中学校研究指定発表
会、成人式、少年の主張、県民体育大会選手団結団
壮行式、消防出初式の他、数多く参加しています。
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News of Unzen ニュースうんぜん
That'sが～まるちょばSHOW!in雲仙が
開催されました

　1月28日、ハマユリックスホールにおいて、
「That’sが～まるちょばSHOW!in雲仙」が開催さ
れました。世界的にも有名なサイレントコメ
ディー・デュオ「が～まるちょば」による絶妙なパ
ントマイムの掛け合いと、市民の飛び入り参加コー
ナーなどに満席に
近い会場は大いに
盛り上がり、終始
笑い声に包まれま
した。

「雲仙市高齢者等見守り活動に関する協定」を締結

　1月30日、雲仙市とワタミ㈱との間において「雲
仙市高齢者等見守り活動に関する協定」を締結しま
した。この協定締結により、「ワタミの宅食®」と
して配食サービスを市内全域で展開しているワタ
ミ㈱が、弁当配達時における高齢者宅の見守り活動
に協力していただけることとなり、見守り協定事業
所が、合計28事業所となりました。

第6回雲仙市公民館大会が開催

　2月11日、愛野町公民館で「第6回雲仙市公民館
大会」が開催されました。本大会は、市内の自治公
民館関係者が一堂に会し、2年に一度開催されてい
ます。本年度は、瑞穂町岡自治公民館ならびに南串
山町上大良自治公民館の活動事例発表や、日本防災
士会長崎県支部長の旭芳郎氏の講演が行われ、大会
テーマである「地
域の拠点として
の 公 民 館 活 動 」
について、参加
者が一緒になっ
て考える良い機
会となりました。

思春期教室を開催しました

　2月15日、小浜中学校3年生を対象に「思春期教
室」を開催しました。
　助産師の佐藤信子さんを講師に迎え、男女の恋愛
に対する気持ちの違いや、10～20代に増えている
性感染症、10代の妊娠や人工妊娠中絶、命の誕生、
お母さんからのメッセージなどをお話しいただき
ました。
　参加した生徒の感想を一部ご紹介します。
・今、私が元気に生活しているのもたくさんの人の

支えがあったからだと思います。だから、愛情を
そそいでくれている両親、そしてたくさんの人に
感謝し、生きていこうと思いました。

・自分の両親がどんな気持ちで育ててきたのか今
まで考えていなかった
ので、感謝の心を忘れ
ず、いつか親孝行した
いです。

平成29年雲仙市消防出初式

　1月5日、小浜マリンパークにおいて雲仙市消防
出初式が開催されました。出初式には雲仙市消防団
員1,524人（内女性消防団員19人）、小浜消防署並
びに島原消防署北分署の署員が参加し、平成29年
の防火・防災への決意を新たにしました。
　式典終了後には幼年消防クラブ、婦人防火クラブ
などによる防火パレードや、消防団などによる分列
行進や放水演習が行われました。
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News of Unzenニュースうんぜん
自治会活動を活性化するための懇談会

　2月9日、市内7町自治会長会の正副会長で構成さ
れる雲仙市自治会長連合会による ｢自治会活動を活
性化するための懇談会｣ が開催されました。
　懇談会では地域が抱える課題として「安心・安全
な住みやすい地域づくり」や「自治会における高齢
者支援」などについて活発な意見交換がなされまし
た。また、各自治会の取り組み事例や問題提起など
がなされ、自治会と行政が情報を共有し、一体と
なって取り組
んでいくこと
が確認されま
した。

人権擁護委員に委嘱状伝達・感謝状を贈呈

　1月19日、雲仙市役所において人権擁護委員委嘱
状伝達式および退任委員感謝状贈呈式が行われま
した。人権擁護委員は、地域の皆さんから人権相談
を受け、問題解決のお手伝いをしたり、地域の皆さ
んに人権について関心を持ってもらえるよう啓発
活動を行っています。
　今回、人権擁護委員として、前田信孝さん（国見
町：再任）、森﨑美和子さん（瑞穂町：新任）、寺尾
やす子さん（愛野町：新任）が委嘱されました。平
成29年1月より3年間人権擁護委員として活動され
ます。
　また、長年人権擁護委員としてご活躍いただきま
した長田京子さん（瑞穂町：3期）、大石セツヨさ
ん（愛野町：1期）が長崎県人権擁護委員連合会長
より感謝状を贈呈されました。長い間ありがとうご
ざいました。

100回目のハッピーバースデー♪

　福井トヨさん、吉田ミヨさんが100歳を迎えられ
ました。
　どうぞこれからも健康で長生きされて、幸せにお
過ごしください。

第11回雲仙市美術展覧会が開催されました

　2月10日から13日まで「第11回雲仙市美術展覧
会」が吾妻町ふるさと会館で開催され、会場には7
部門「日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真・デザ
イン」の作品177点が並びました。
　初日には、オープニングセレモニーに多くの市民
が訪れ、その後に行われた市展実行委員の解説に、
興味深く耳を傾けていました。

前列：左から大石さん、長田さん
後列：左から寺尾さん、森﨑さん、前田さん

福井トヨさん（南串山町）

吉田ミヨさん（国見町）

7 ● 広報うんぜん
平成29年3月



臨時福祉給付金（経済対策分）の申請受付

国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入している世帯の皆様へ

　市では、臨時福祉給付金（経済対策分）の申請受付を平成29年2月1日から行っています。この給付金は、平
成28年秋から申請受付を行いました「平成28年度臨時福祉給付金」の継続分となり、給付金を受け取るために
は別途申請が必要です。支給対象と思われる人がいる世帯には、1月末から2月初めにかけてお知らせをお送りし
ています。

対象要件	 以下の要件を全て満たす人
	 ①平成28年1月1日時点で雲仙市に住民登録されている人
	 ②平成28年度市民税（均等割）が課税されない人
	� （ただし、市民税（均等割）の課税者に扶養されている人や生活保護受給者、支給決定までに死

亡された人などは対象外）
支 給 額 	 対象者1人につき15,000円
受付期間	 2月1日（水）～5月1日（月）まで
受付場所	 福祉事務所福祉課、本庁総合窓口課、各総合支所地域振興課
必要な物	 ①印鑑
	 ②健康保険証や運転免許証などの公的機関が発行する身分証明証
	 （※同一世帯でまとめて申請される場合には、対象者全員分の身分証明証が必要です。）
	 ③振込を希望される本人口座の通帳（世帯単位で申請される場合は、代表申請者名義の通帳）
		  以下④および⑤の書類は、代理人が申請書を提出される場合や代理受領される場合のみ
		  ④委任状
		  ⑤受任者の健康保険証や運転免許証などの公的機関が発行する身分証明証
		  以下⑥の書類は雲仙市外にお住まいの人に平成28年度の住民税上で扶養されている場合のみ
		  ⑥市外扶養者の住民税非課税証明書

　世帯の中で、1人でも所得（収入）の申告をしていない人がいると、その世帯の所得が確定できないため、軽
減判定基準の所得額以下であっても、国民健康保険税や後期高齢者医療保険料の軽減制度が受けられません。
　また、病院での高額療養費自己負担額の判定や、入院時の限度額認定証交付等の適用についても不利益を受
けることになります。

3月15日までに必ず申告をしましょう。
○申告が必要な人
　◆　前年中に収入があった人
　◆　遺族年金、障害年金などの非課税収入のみの人
　◆　収入がなく、扶養親族(配偶者控除、扶養控除の対象者)となっていない人
○ただし、次に該当する場合は申告の必要はありません。
　◆　確定申告、住民税申告を行った人
　◆　給与収入のみで給与支払報告書が会社から市役所に提出されている人
　◆　公的年金のみの収入の人（遺族・障害年金などを除く）

所得（収入）の申告はお済みですか？

問　福祉課　☎36-2500

問　税務課または総合窓口課　☎38-3111
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～誰も自殺に追い込まれることのない社会を目指して～

　全国の自殺者数は、毎年3万人を超える
高水準で推移していましたが、平成24年
に15年ぶりに3万人を下回りました。
　長崎県の自殺者数も400人超で推移して
いましたが、近年減少傾向を示し、200人
を下回りました。
　雲仙市の自殺者数は右図のとおりです。
3年間の合計数で表しており、総数は緩や
かに減少傾向にあります。男性は女性の約
2倍です。

　市内の小浜高校・国見高校の生徒を対象に行いました。
　高校を卒業と同時に進学や就職により親元を離れての
新生活は、大きなストレスとなり精神疾患（うつ病、適
応障害など）を引き起こす恐れもあります。そこで、高
校3年生を対象に、こころの健康について考える機会を
設け、病気の理解・悩みは１人で抱え込まず誰かに相談
することの大切さ・ストレス解消の方法を学びました。

　雲仙市図書館に、“こころの健康”に関する書籍を集め
たコーナーを設置しました。
　３月末まで展示していますので、この機会にあなたも
足を運んでみませんか？

※人口規模が小さい自治体は、単年で見るよりも合計数でみた方が傾向を捉えや
すいため、3年間の合計数で表した。
　〈出典：厚生労働省　自殺の統計　地域における自殺の基礎資料〉

［人］

自殺を防ぐために…　雲仙市での取り組みを紹介します。

～昨年度の様子～

国見高校　こころの健康講演会
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保育士就職準備金等貸付事業長崎県 保育士・保育所支援センターへの登録

子育てに関する相談に応じます

保育士資格を持っている皆さん、保育の職場で働きませんか？

　住み慣れた自宅で医療（在宅医療）を受けながら療養生活を送りたいと願
う患者さんの思いと、家でみてあげたいという家族の気持ちはとても大切な
ことで、その思いを支援する体制が雲仙市にもあることをご存知ですか！
　実際の「在宅医療」の事例を通して理解を深めましょう。

日　時：	3月18日（土）午後1時30分～4時
開　場：	午後1時～　
場　所：	吾妻町ふるさと会館　多目的ホール
	 （吾妻町牛口名537-1）
参加費：	無料
内　容：	第1部　基調講演　講師：南高医師会　平湯秀治先生（小浜町ひらゆ医院院長）
	 第2部　シンポジウム　「多職種でみなさんの在宅医療を支えます！」

子育て
とステーション

問　健康づくり課　☎36-2500

「雲仙市在宅医療講演会」のお知らせ

　子育てに関してお困りやお悩みのある人は、子ども支援課へご相談ください。
・最近子育てにストレスを抱えていて、少しの時間子どもを見てもらえないかしら
・子どもと一緒に気軽に遊びに行ける場所はないかな
・保育所や認定こども園などの利用手続きはどうしたら良いのだろう
・子どもが病気で保育園には行けないけど、どうしても仕事が休めない
・入院することになったから、しばらくの間子どもを預かってもらえないかしら
　このような相談の内容に応じて、子育て支援員が情報の提供を行います。
何でもお気軽にご相談ください。
相談時間　午前8時30分～午後5時（土日・祝日・年末年始を除く）

　保育士資格をお持ちで保育の職場で働きたい人
と、人材を求める保育所などをつなぐ紹介事業を実
施しています。

　保育士の資格を持っている人の就職（再就職）を
支援するための貸付制度です。
◎就職準備金を貸し付けます。
　（20万円を限度）
◎�未就学児を持つ保育士に対する保育料の一部貸
付として、保育料の半額を貸し付けます。

　（月額上限27,000円　1年間を限度）
　貸付は全て無利子です。保育所などにおいて
2年以上勤務した場合、返還免除になります。

保育士の就業を促進するため、下記の取り組みを実施しています。

問　一般社団法人長崎県保育協会
☎095（846）8871

問　社会福祉法人長崎県社会福祉協議会
☎095（894）4027

問　子ども支援課　☎36-2500

長崎県社会福祉協議会 検 索

長崎県保育協会 検 索
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問	 雲仙市
	 男女共同参画センター
	 （政策企画課内）
☎38-3111

　
1
月
28
日
、吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会
館
に
て「
平

成
28
年
度
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
株
式
会
社
パ
ー

テ
ィ
・
フ
ー
の
代
表
取
締
役
社
長
の
石
井
み
な

子
氏
を
迎
え
、「
女
性
の
視
点
で
地
域
を
元
気

に
！
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
石
井

氏
が
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
、
女
性

の
視
点
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
情
報
発
信

な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。
受
講
者
か
ら
は
「
コ
ン
セ
プ
ト

を
し
っ
か
り
持
ち
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
イ

メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
や
ロ
ゴ
を
設
定
す
る
な
ど
実
践

し
て
み
た
い
。」、「
働
く
人
の
姿
や
女
性
の
輝

き
を
ど
う
求
め
て
い
く
か
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

私
達
の
視
点
を
も
っ
と
活
か
し
た
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
。」
な

ど
の
感
想
が
あ
り
、
女

性
の
視
点
を
活
か
し
た

ア
イ
デ
ア
や
活
用
策
に

つ
い
て
考
え
る
良
い

き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
講
演
後
は
、
石

井
氏
と
市
内
の
女

性
団
体
と
の
意
見

交
換
会
を
行
い
、

お
互
い
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
2
月
15
日
、
吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会
館
で
、
第

6
期
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
懇
話
会
第
1
回
会

議
を
開
催
し
、
酒
井
副
市
長
か
ら
委
員
の
皆
さ

ん
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
こ
の
懇
話
会
は
、
男
女
が
共
に
社
会
の
様
々

な
分
野
に
参
画
し
、
責
任
を
担
う
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
の
実
現
に
資
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
委
嘱
状
の
交
付
後
は
、
各
委
員
の
自
己
紹
介

や
座
長
・
副
座
長
の
選
出
、
事
務
局
に
よ
る
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
の
状
況
な
ど
の
説
明

が
あ
り
、
最
後
は
委
員
に
よ
る
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
同
懇
話
会
か
ら
、
雲
仙
市
の
男
女
共

同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
提
案
が
な
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こちら
です。雲仙市消費生

活センター

『教えて！契約』
　『契約』とは、法的な拘束力をもつ約束のことで、私たちは毎日の暮らしの中で無意識に様々な『契約』をしています。
　例えば…●バスに乗る　　　　　	 ●洋服を買う	 ●CDやDVDをレンタルする
　　　　　●コンビニで弁当を買う	 ●病院で診察を受ける	 ●アパートを借りる　…これらはすべて『契約』です。
　イメージでは契約書を交わしたり、ハンコを押したり、署名をしたりすることで『契約』が成立するように思えますが、
書面にする必要はなく、口約束でも成立します。そして、一度結んだ契約は守らなければならず、一方の都合で勝手に解消
することはできません。ですから、契約する時は内容を十分理解した上で、その契約が本当に必要なものなのか良く考える
ことが大切です。

★契約前のチェックポイント★
　1.契約する必要性…自分にとって本当に必要な商品・サービスですか?　今すぐに購入する必要がありますか？
　2.契約内容…………何を、いくつ、いくらで契約するか明確ですか？　口頭で受けた重要な説明も契約書面に記載されていますか？
　　　　　　　　　　販売事業者の住所・電話番号・代表者名は明記されていますか？　解約・返品についての条件は確認しましたか？
　3.長期間の契約の場合…契約期間の途中で解約できる契約ですか？　また、解約条件の記載はありますか？
　　　　　　　　　　 中途解約の場合の違約金や清算方法を理解していますか？

★アドバイス★
　これから結ぼうとする契約について、何が得られ、どのような義務が発生するのかきちんと把握し、
問題が生じた時にできる対策も確認しておきましょう。困った時は一人で悩まず、相談しましょう。

雲
仙
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

　
　

  

☎
38-

３
１
１
１

問

Vol.108

女
性
の「
視
点
」を
活
か
し
た
地
域
を

元
気
に
す
る
方
法
に
つ
い
て
講
演
！

第
6
期
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画

懇
話
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す

現在、普及している青色の卓球
台は、石井氏の考案によるもの
などの話がありました。

↓講師の石井氏

↓懇話会の様子

↑各委員に委嘱状
が手渡されました。

座
　
長
　
荒
木
　
美
智
子

副
座
長
　
林
田
　
秀
美

委
　
員
　
池
田
　
智
恵
美

　
　
　
　
緒
方
　
重
仁

　
　
　
　
田
中
　
章
貴

　
　
　
　
平
山
　
田
鶴
子

　
　
　
　
古
川
　
鶴

　
　
　
　
前
田
　
信
孝

　
　
　
　
山
口
　
陽
子

　
　
　
　
山
下
　
早
苗

（
敬
省
略
・
委
員
名
簿
順
）

第6期雲仙市男女共同参画懇話会
（任期：H29.2.15～ H31.2.14）
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休
日
在
宅
歯
科
医
当
番
医

3月
健
康
テ
レ
ホ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】 
☎
0
1
2
0－
5
5
5－
2
0
3

【
長
崎
】 
☎
0
9
5－
8
2
6－
5
5
1
1

子
ど
も
に
関
す
る
電
話
相
談（
P
H
S、
IP
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
）

市
教
育
委
員
会「
親
子
ホ
ット
ラ
イ
ン
」
…
…
…
…
…
☎
01
20
－
96
－
79
47

市
福
祉
事
務
所「
家
庭
ホ
ット
ラ
イ
ン
」
…
…
…
…
…
☎
01
20
－
92
8－
47
1

県
教
育
委
員
会「
24
時
間
子
供
SO
Sダ
イ
ヤ
ル
」 
☎
01
20
－
0－
78
31
0

（
診
療
時
間
／
午
前
9時
～
12
時
）

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
は
、携
帯
電
話
か
ら
の
通
話
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
午
前
9時
か
ら
翌
朝
午
前
9時
ま
で
の
24
時
間
、同
じ
内
容
の
テ
ー
プ
が

3分
間
流
れ
ま
す
。

※
内
容
は
、専
門
の
医
師
、歯
科
医
師
が
作
り
ま
す
。

長
崎
県
保
険
医
協
会

医
療
機
関
名

所
在
地

電
話
番
号

５
日

12
日

19
日

20
日

医
療
機
関
名

所
在
地

電
話
番
号

7777

1

26
日

２
日

９
日

１
６
日

雲
仙
市

島
原
市

雲
仙
市

島
原
市

雲
仙
市

島
原
市

雲
仙
市

島
原
市

36
-3
53
5

63
-7
61
6

37
-2
81
8

62
-4
57
9

36
-7
11
0

63
-1
74
7

36
-3
13
1

63
-6
71
1

畑
中
歯
科
医
院

大
岡
歯
科
医
院

城
代
歯
科
医
院

大
場
歯
科
医
院

愛
野
歯
科
口
腔
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

み
な
と
歯
科
医
院

田
口
歯
科
医
院（
愛
野
）

キ
タ
忍
歯
科
医
院

雲
仙
市

島
原
市

雲
仙
市

島
原
市

雲
仙
市

島
原
市

雲
仙
市

島
原
市

36
-7
61
1

62
-3
76
5

36
-3
53
5

63
-1
75
0

20
-0
18
8

62
-7
40
7

36
-2
32
2

62
-7
35
5

鶴
田
歯
科
医
院

植
木
歯
科
医
院

畑
中
歯
科
医
院

渡
部
歯
科
医
院

ま
き
歯
科
あ
づ
ま

大
田
歯
科
医
院

寺
田
歯
科
医
院

松
藤
歯
科

4

低
血
圧

食
道
が
ん
、あ
な
た
は
大
丈
夫
？

入
園
・
入
学
に
そ
な
え
て

乾
燥
肌
と
か
ゆ
み

物
盗
ら
れ
妄
想

腎
臓
が
ん
に
つ
い
て

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土・
日
曜
日

 日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
  

 
 

1 
2 

3 
4

 5
 

6 
7 

8 
9 

10
 

11

 1
2 

13
 

14
 

15
 

16
 

17
 

18

 1
9 

20
 

21
 

22
 

23
 

24
 

25

 2
6 

27
 

28
 

29
 

30
 

31

　
　

　
　

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　（
神
代
研
修
セ
ン
タ
ー
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　（
愛
野
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

　

　 　
太
田
整
形
外
科

　（
国
見
町
78
-5
41
3）

　
く
さ
の
循
環
器
内
科

　 （
千
々
石
町
37
-6
05
0）

　
●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　（
南
串
山
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　（
吾
妻
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
行
政
相
談（
午
後
１
時
～

４
時
、小
浜
総
合
支
所
）

●
行
政
相
談（
午
後
１
時
～４

時
、南
串
山
総
合
支
所
）

●
視
覚
障
害
者
の
生
活

訓
練
※
詳
細
Ｐ
17

●
行
政
相
談（
午
前
９
時
～

正
午
、瑞
穂
総
合
支
所
）

●
行
政
相
談（
午
前
９
時

～
正
午
、吾
妻
町
ふ
る

さ
と
会
館
）

●
人
権
よ
ろ
ず
相
談（
午

前
９
時
～
正
午
、吾
妻

町
ふ
る
さ
と
会
館
）

　
　

　 　
松
本
内
科
医
院

　（
国
見
町
65
-3
33
3）

　
松
島
外
科

　（
小
浜
町
74
-4
38
8）

●
障
害
者
巡
回
相
談（
午

後
１
時
３
０
分
～
４
時
、

雲
仙
市
福
祉
事
務
所
）

●
創
業
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

in
雲
仙
市
商
工
会（
午

前
１
０
時
～
午
後
４
時
、

雲
仙
市
商
工
会
小
浜

支
所
）

●
行政

相談
（午

前９
時３
０分
～正

午、
国見
総合
福祉
セン
ター
）

●
行
政
相
談（
午
後
１
時
～４

時
、千
々
石
総
合
支
所
）

●
遺
言・
契
約
等
法
律
相
談（
午
後

１時
～４
時
、愛
野
町
公
民
館
）

●
視
覚
障
害
者
の
生
活

訓
練
※
詳
細
P
17

●
市
内
中
学
校
卒
業
証

書
授
与
式

　
●
献
血（
午
前
9時
30
分
～

11
時
、午
後
0時
30
分
～

4時
、千
々
石
総
合
支
所
）

●
行
政
相
談（
午
後
１
時

３
０
分
～
４
時
、愛
野
総

合
支
所
）

●
市
内
小
学
校
卒
業
証

書
授
与
式

　

　 　
前
田
内
科
胃
腸
科
医
院

　（
瑞
穂
町
77
-3
08
9）

　
天
野
医
院

　 （
千
々
石
町
37
-2
01
5）

　 　
よ
こ
た
医
院

　（
瑞
穂
町
77
-2
00
0）

　
松
藤
整
形
外
科

　（
小
浜
町
74
-2
00
6）

●
視
覚
障
害
者
の
生
活

訓
練
※
詳
細
P
17

●
献
血（
午
前
9時
30
分

～
午
後
0
時
3
0
分
、南

串
山
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

●
就
職
支
援
相
談（
午
前

１
０
時
３
０
分
～
午
後
４

時
２
０
分
、愛
野
町
公

民
館
）※
詳
細
Ｐ
19

●
小・
中
学
校
修
了
式

●
観
桜
火
宴
2
0
1
7（
午

後
６
時
～
、千
々
石
町

福
石
公
園
～
橘
神
社

周
辺
）

　
愛
野
記
念
病
院

　（
愛
野
町
36
-0
01
5）

　
木
戸
眼
科

　
(小
浜
町
74
-3
22
2)

●
献
血（
午
前
９
時
～
１
１

時
、午
後
０
時
３
０
分
～

４
時
、雲
仙
市
役
所
）

●
創
業
・
起
業
支
援
相
談

会（
午
後
２
時
～
４
時
、

吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会

館
）※
詳
細
P
18

●
献
血（
午
後
1
時
～
4

時
、
国
見
町
文
化
会

館
）

　
　

　

12
11
10
9月

日3月
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

う
ん
ぜ
ん

昭
和
の
日

（ 写 真 提 供 ）

雲 仙 市 花 き 振 興 協 議 会

カ ー ネ ー シ ョ ン

※
行
事
な
ど
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

医●
の
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
午
前
の
相
談（
受
付
/9
:3
0～
10
:3
0、
12
月
の
対
象
/H
27
.1
2～
H
28
.7

生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
の
お
問
合
せ
は
、市
民
窓
口
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
原
爆
被
爆
者
健
診
の
問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
県
健
康
事
業
団
　
健
診
事
業
課
　
☎
0
9
5
7
-4
3
-7
1
3
1

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

憲
法
記
念
日

文
化
の
日

成
人
の
日

元
日

振
替
休
日

● ● ● ● ● ●

●
午
前
の
相
談（
受
付
/9
:3
0～
10
:3
0、
3月
の
対
象
/H
28
.3
～
H
28
.1
0

生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
の
お
問
合
せ
は
、総
合
窓
口
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

医

12
日（
火
）～
16
日（
土
）　
　
●
小
浜
地
区
集
団
健
診（
小
浜
体
育
館
）　
※
詳
細
P1
3

●
第
8回
雲
仙
市
民
音

楽
祭（
午
後
1時
～
、

国
見
町
文
化
会
館
）

●
雲
仙
市
湯・
YO
Uマ
ラソ

ン
大
会（
午
前
9時
～）

体
育
の
日

建
国
記
念
の
日

勤
労
感
謝
の
日

天
皇
誕
生
日

春
分
の
日

※
遺
言・
契
約
等
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

医医

医医

医医医 医医医



　
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
の
目
的
は
、私
た
ち

が
暮
ら
す
ま
ち
を
守
り
、地
域
の
宝
を
そ

の
ま
ま
子
供
た
ち
や
孫
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
で
す
。こ
の
目
的
を
果
た
す
た

め
に
、
島
原
半
島
地
域
で
は
、
保
全
、
教

育
、学
術
研
究
、観
光
事
業
な
ど
、様
々
な

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。し
か
し
、
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
お
い
て
、島
原

半
島
地
域
は「
条
件
付
き
再
認
定
」と
な

り
ま
し
た
。「
条
件
付
き
再
認
定
」と
な
っ

た
地
域
は
、2
年
間
で
指
摘
さ
れ
た
事
項

に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
の
認
定
が
は
く
奪
さ
れ
る
の
で

す
が
、
そ
の「
条
件
」と
は
何
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
地
域
は
、

無
理
の
な
い（
持
続
可
能
な
）運
営
体
制

で
、地
域
の
宝
を
守
る
活
動
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、今
回
の
審
査
で
は
、島
原
半

島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
今
の
運
営
体
制
は

「
持
続
可
能
で
は
な
い
」と
判
断
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
の
運
営
体
制
を
見
直

し
、
持
続
可
能
な
体
制
に
改
め
る
こ
と
。

こ
れ
が
条
件
の
一
つ
で
す
。

　
し
か
し
、い
く
ら
優
れ
た
運
営
体
制
が

あ
っ
て
も
、そ
こ
に
関
わ
る
人
が
思
い
を

一
つ
に
し
、目
的
の
実
現
に
向
け
て
活
動

し
な
け
れ
ば
、ど
ん
な
活
動
も
う
ま
く
い

か
な
い
で
し
ょ
う
。地
域
の
住
民
、
行
政
、

研
究
者
な
ど
、ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
関
わ

り
の
あ
る
人
た
ち
が
、と
も
に
考
え
続
け

な
が
ら
ふ
る
さ
と
を
守
り
、そ
こ
に
あ
る

「
宝
」を
守
る
活
動
に
主
体
的
に
参
加
す

る
こ
と
。こ
れ
が
も
う
一
つ
の
条
件
で

す
。

　
で
は
、守
る
べ
き 「
地
域
の
宝
」と
は
、

一
体
何
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、
世
界
に

一
つ
し
か
な
い「
雲
仙
」と
い
う
火
山
が

つ
く
ら
れ
た
プ
ロ
セ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、そ

れ
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
、
私
た
ち
の
歴

史
、文
化
、伝
統
、そ
し
て
生
活
で
す
。「
ジ

オ
パ
ー
ク
は
岩
石
、地
層
、噴
火
災
害
を

学
ぶ
こ
と
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
一
度

離
れ
て
、ふ
る
さ
と
を
様
々
な
視
点
か
ら

見
つ
め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 私
た
ち

が
守
り
、未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
べ
き

「
宝
」が
、何
気
な
く
見
て
い
る
景
色
の
中

に
隠
れ
て
い
ま
す
。

問　
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会

�

☎
0
9
5
7（
65
）5
5
4
0

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
再
審
査
の
結
果

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
再
審
査
の
結
果

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
再
審
査
の
結
果

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
再
審
査
の
結
果

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
再
審
査
の
結
果

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
再
審
査
の
結
果

　
　
　
　〜
条
件
付
き
再
認
定
の
『
条
件
』
〜

　
　
　
　〜
条
件
付
き
再
認
定
の
『
条
件
』
〜

　
　
　
　〜
条
件
付
き
再
認
定
の
『
条
件
』
〜

　
　
　
　〜
条
件
付
き
再
認
定
の
『
条
件
』
〜

　
　
　
　〜
条
件
付
き
再
認
定
の
『
条
件
』
〜

　
　
　
　〜
条
件
付
き
再
認
定
の
『
条
件
』
〜

▲日本ジオパーク現地審査・講評会

島原半島の歴史・文化・自然、そしてそれらを支えるジオの魅力を、各分野の専門家が毎月やさしく紹介します。
ふるってご参加ください！

日　時：３月18日㈯　午後１時～３時
場　所：がまだすドーム島原半島世界ジオパーク情報スペース
参加費：200円（おいしいお菓子とコーヒー付き）

講　師：柚洞一央　氏（徳山大学経済学部准教授）

題　目：新たな出会いが地域を楽しくする？！　～ジオパークは難しい火山の話だけじゃない～

第10回島原半島ユネスコ世界ジオパークセミナー開催
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　埋蔵文化財の包蔵地で開発事業を行う場合や、指定文化財の現状を変更する
場合は届出や許可が必要となります。早めに相談や手続きをお願いします。

埋蔵文化財
　市内の地中には、たくさんの古代遺跡（埋蔵文化財包蔵地）が眠っています。
　遺跡のある土地で開発事業や住宅の建設を行う場合は、文化財保護法に基づ
く教育委員会への届出が必要です。
　工事や開発事業を計画される場合は、事前に遺跡の有無や範囲を教育委員会
に確認してください。

史跡名勝天然記念物
　市内には特別名勝温泉岳をはじめとした、史跡名勝天然記念物があります。
　史跡名勝天然記念物の指定区域内で現状を変更する場合は、教育委員会を通
じて文化庁長官の許可を受ける必要があります。
　許可までに期間を要しますので、早めに相談および申請をお願いします。

対象文化財（例）
特別名勝：温泉岳（温泉岳は普賢岳一帯から地獄地帯、田代原、諏訪の池に至
る広範囲が指定区域となります。）
天然記念物：（小浜町）平成新山、普賢岳広葉樹林、地獄岳シロドウダン群落、
野岳イヌツゲ群落、原生沼沼野植物群落、池の原みやまきりしま群落、（国見町）
土黒川のオキチモズク等。
史跡：（南串山町）キリシタン墓碑、（小浜町）茂無田のキリシタン墓碑、椎山
のキリシタン墓碑、土手之元のキリシタン墓碑、（国見町）鬼の岩屋、長栄寺の
ひいらぎ、（瑞穂町）杉峰城跡、（吾妻町）弘法原遺跡、（愛野町）一本松古墳�等。

伝統的建造物群保存地区
　国見町神代小路地区の約9.8ヘクタールが、江戸期の武家屋敷群を基盤とし
た伝統的景観を今日に伝える地区として、国の重要伝統的建造物群保存地区の
選定を受けています。
　保存地区内で、外観の景観を変更する行為を行う場合は、現状変更申請を行
う必要があります。

問　埋蔵文化財について� 市歴史資料館　国見展示館�（☎78-2334）
　　その他の文化財について� 生涯学習課　　文化財班� （☎37-3113）

市民講座市民講座市民講座UNZENUNZENUNZEN 『自分作り』・『仲間作り』を始めませんか？
申込み受付は、平日午前９時～午後５時までです。皆さんのご応募お待ちしています。

　一年のうちには色んな行事や祭事があります。
　その時期に合うお洒落なしつらえと料理を学び、四季のうつろいや日本の良き伝統に触れましょう。
― 料理編 ―　
桜もち、ささみのホイル焼き、かぼちゃのきん
ぴら、わかめとしめじの澄まし汁をつくります。

― しつらえ編 ―
切り絵で鯉のぼりをつくります。

日時 ３月14日㈫　午前10時～午後１時 日時 ３月14日㈫　午後１時30分～３時30分
講師 豊島�美絵子�氏�他 講師 久米�みつ子�氏
対象 一般　　　定員 16人（先着順） 対象 一般　　　定員 16人（先着順）
費用 500円程度（材料代） 費用 300円程度（材料代）
持参品 エプロン、三角巾、手拭用タオル 持参品 ハサミ、のり
場所 南串山保健福祉センター��　申込先 生涯学習課南串山駐在　☎88-3114  　 申込期間 ３月１日㈬～10日㈮

「春夏秋冬　しつらえ＆料理教室」

未来に伝えよう文化財未来に伝えよう文化財

特別名勝温泉岳指定区域

発掘調査風景

神代小路のまちなみ

田代原キャンプ場周辺

雲仙地区・諏訪の池周辺
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体力づくり  仲間づくり  地域づくり

　去る平成28年12月22日㈭に第1回雲仙警察署主催『敬老笑顔の集い』に、福祉課と“ころばんごと�がんばら
んば体操教室”の皆さんが出演しました。当日はあいにくの天気でしたが、大勢の参加がありました。
　高齢者が安全で安心して暮せる社会創りを目指して、特殊詐欺防止の寸劇（雲仙警察署）、認知症の講話・寸劇
（雲仙市地域包括支援センター）、サザエさん体操・鳴子体操（福祉課）などが催され、終始笑顔が絶えないひと
ときとなりました。また、交流も深まり、仲間づくり・地域づくりの良い機会となりました。

問　福祉課　高齢障害班　☎36-2500

“ころばんごと がんばらんば体操教室”の皆さんと雲仙警察署による鳴子体操

　雲仙警察署長の井手です！　
　雲仙市の皆さまが安心して暮
せる町づくりを目指していま
す！困った時は悩まず警察へお
電話ください。第２回 “笑顔の
集い” は秋ごろの予定です。
☎0957-75-0100　

サザエさん体操

ひょっとこ踊り 三味線 認知症寸劇 交通安全腹話術 特殊詐欺被害防止寸劇 

陽気なサザエ
さん～

　　みんなが
笑ってるぅ～

♪
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おおおおおおおおおおおお福福福福福福福福福福福福 知知知知知知祉祉祉祉祉祉 ららららららららららららのののののののののののののののののの せせせせせせせせせ

■広報うんぜん音訳CDの貸し
出しと配布について

【音訳CDの貸し出し】
「広報うんぜん」をCDに録音したものを、無
料で貸し出します。貸出期間は2週間です。
貸し出し場所
福祉課・総合窓口課・各総合支所地域振興
課・雲仙市図書館および各公民館図書室

【音訳CDの配布】
「広報うんぜん」の音訳CDを身体障害者手帳
（視覚に障害のある人）をお持ちの人に無料で
配布しています。ご連絡ください。

■視覚障害者の生活訓練に参加
しませんか！

　視覚に障害のある人を対象に、点字訓練やボ
ランティアとの交流会を行なっています。（参加
費無料）
　市役所本庁と小浜老人福祉センター間はマイ
クロバスでの送迎も行っていますので、ご利用
ください。
【開催日】
　3月14日㈫　愛野町公民館
　　午前９時30分～正午（点字訓練）
　3月８日㈬、21日㈫　小浜老人福祉センター
　　午前10時～正午（点字訓練）、
　　午後1時～3時（交流会）

■通学に対する支援について
　特別支援学校への通学に係る保護者の負担軽
減および児童の自立促進を目的とした「通学支
援事業」を平成27年６月1日より開始して、現
在９人が利用されています。事業の内容は、児
童が安心、安全に通学できるよう、特別支援学
校への通学時にヘルパーが付き添い、障害の程
度や特性に応じて必要な支援を行ないます。詳
しくはご相談ください。

■障害者巡回相談のお知らせ
障害者相談支援事業所「はあと」（市委託事業者）
は、障がいのある人やその家族を対象に毎月巡
回相談を行っています。お気軽にご相談くださ
い。秘密は厳守します。
日時：3月13日㈪　午後1時30分～4時
場所：雲仙市福祉事務所（予約不要・無料）

　島原半島唯一の特別支援学校として、障害
のある児童生徒の教育を本校小・中学部、南
串山分教室、高等部の三校舎で行っています。
　卒業後の社会生活も視野に入れながら、児
童生徒一人一人の障害の状態や教育的ニーズ
に応じて、きめ細やかな指導を行っています。
　教育相談や学校見学にも、三校舎で随時対
応しております。お子様の発達や学習・生活
面、進路に関すること、特別支援学校に関す
ることなど、何でもお気軽にご相談ください。

　〈窓口〉
　　島原特別支援学校小・中学部（教頭）
　　☎64-4463

長崎県立島原特別支援学校

雲仙市地域自立支援協議会
子ども支援部会だより

問　福祉課　☎36-2500

小・中学部

高等部

南串山分教室
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市
役
所
か
ら
の
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知
ら
せ

　国民年金を受け取るために必要な期間（保険料
納付済等期間）が25年から10年に短縮され、これ
まで年金を受けることができなかった人も年金を
受給できる可能性があります。
〈対象者〉　�既に65歳以上で、年金を受け取るため

に必要な期間（保険料納付済等期間）が
10年以上の人

　日本年金機構において対象であることが確認で
きた人には、平成29年2月末～7月までの間に順
次「年金請求書」が送付されます。「年金請求書」が
届き次第、手続きを開始してください。また、「年金
請求書」が届かない人でも、任意加入や後納制度な
どにより10年を満たす可能性となる場合もありま
すのでご自身の資格期間をご確認ください。
� 問　ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165
� 諫早年金事務所　☎0957-25-1662

■国民年金についてのお知らせ

　地震時の大規模火災や水害時（洪水・高潮）など、
人命に危険がおよぶ恐れがあるときに、市が発令
する避難準備および避難勧告・指示について、名
称が変更されました。

■避難準備情報などの名称が変更されました

問　市民安全課　☎38-3111

◦石井　正行　様（沖縄県那覇市）
　故　石井カヅヨ様の香典返しに代えて、雲仙市
神代小学校図書購入のためご寄附をいただきまし
た。ありがとうございました。
� 問　教育委員会総務課　☎37-3113

■�雲仙市神代小学校図書購入費とし
てご寄附をいただきました 　自動車や電車などの交通機関が発達している今

日、いつ「交通事故災害」にあうかわかりません。も
しものときのために、家族そろって交通災害共済
に加入しましょう。
対象　�雲仙市に住民登録している人（市外に転出

されている人は不可）と就学（学生）のた
め一時的に転出している人

共済期間　平成29年4月1日～平成30年3月31日
共済掛金　�加入者1人につき500円※中途加入者

（4月1日以降の加入者）についても同額。
申込方法　�所定の申込用紙で、市役所市民安全課ま

たは各総合支所へ直接申込みください。
� 問　市民安全課　☎38-3111

■交通災害共済に加入しましょう

　雲仙市では、これから自分で創業したい、創業し
て間もない人を対象に、専門の相談員による創業・
起業支援相談会を開設しています。
　大まかなイメージ、漠然とした夢の段階でも構
いません。お気軽にお申し込みください。
○３月相談会
【相談日時】　3月28日㈫� ①午後2時～3時
� ②午後3時～4時
【場　所】　吾妻町ふるさと会館　2階研修室2
【対象者】　�雲仙市内での創業・起業をお考えの人、

創業・起業して間もない人
※事前予約制ですので下記までご連絡ください。
� 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■あなたの夢を仕事にしませんか？
　創業・起業支援相談会

（変更前）

（変更後）

緊急度 とるべき行動

避難指示
（緊急） 高

・災害による危険が非常に高まった状況であるので、まだ避難していない
場合は、直ちにその場から避難をしましょう。

・外出することでかえって命に危険が及ぶような状況では、自宅内のより
安全な場所に避難をしましょう。

避難勧告 中
・災害による被害が予想される状況ですので、対象地区の全ての人は速や
かに避難をしましょう。

・避難場所への避難が難しい状況であれば、屋内の高い場所など安全な場
所に避難をしましょう。�

避難準備・高齢者
等避難開始 低

・いつでも避難ができるよう準備をしましょう。身の危険を感じる人は、
避難を開始しましょう。

・避難に時間を要する人（ご高齢の人、障害のある人、乳幼児をお連れの
人等）は避難を開始しましょう。

〔
広
告
〕

0957-78-2100
0968-78-0131

有明フェリー
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貸与条件　扶養者が1年以上市内に住民登録して
おり、経済的な理由で修学が困難で、学業・人
物ともに奨学生としてふさわしい人
※�他の奨学金制度との重複貸与可（ただし、独立行
政法人日本学生支援機構との重複貸与不可）
対象学校　
①大学・大学院・短期大学・農業大学校
②�高等専門学校・専修学校（専修学校設置基準に
よる修業年限2年以上の学校）・各種学校（各種
学校規定による修業年限2年以上の学校）
③高等学校
貸与金額　①……月額20,000円以内
　　　　　②……月額15,000円以内
　　　　　③……月額12,000円以内
申込期間　4月3日㈪～�5月19日㈮
申込方法　教育委員会総務課や生涯学習課各駐在
に備え付けの奨学資金貸付申込書（市ホームページ
からダウンロードもできます）に必要書類を添付し、教
育委員会総務課または各駐在に提出してください。
� 問　教育委員会総務課　☎37-3113

■雲仙市奨学生を募集します
準要保護就学援助事業
　小・中学校児童生徒の就学費用に経済的理由で
お困りの保護者の皆さんに、学用品費、学校給食費
などの費用の一部の援助を行います。
援助費の内容
　①学用品費など
　　�学用品費、通学用品費、通学費、校外活動費、修
学旅行費、体育実技用具費（柔道・剣道）

　②医療費
　　�学校で治療の指示を受けた疾病（トラコーマ、
結膜炎、白せん、かいせん、膿痂疹、中耳炎、慢
性副鼻腔炎、アデノイド、う歯、寄生虫病）の治
療に要する費用

　③学校給食費
提出書類
　「就学援助申請書」のほか申請理由に関係する書
類の写しなどが必要です。申請書は、教育委員会学
校教育課や生涯学習課各駐在に備え付けていま
す。雲仙市ホームページからも申請書をダウン
ロードできます。
提出期限　3月31日㈮まで
　※�4月分からの援助を希望する場合は、期限ま
でに申請してください。

　※�前年度に引き続き援助を希望する場合も、申
請が必要になります。

� 問　教育委員会学校教育課　☎37-3113

■平成29年度就学援助申請の受付

　児童扶養手当受給資格者を対象に、ハローワーク
諫早の巡回相談が毎月第２水曜日に実施されます。
お気軽にご相談ください。
日　時：3月８日㈬　午前10時～午後4時
場　所：雲仙市福祉事務所（千々石庁舎内）
対象者：児童扶養手当の受給資格者
内　容：職業相談、職業紹介　（1人50分程度）
＊事前に電話予約してください。
� 問　子ども支援課　☎36-2500

■ハローワーク諫早巡回相談

「消しましょう　その火その時　その場所で」
（平成28年度全国統一防火標語）

　3月1日から3月7日まで全国一斉に春季火災
予防運動が実施されます。火災を起こさないよう
に、火の元、火の取り扱いには十分注意しましょう。

問　小浜消防署　☎74-3231
島原消防本部　☎62-5857
雲仙市消防団　☎38-3111

■春季全国火災予防運動

　３月の相談日は、３月23日㈭　愛野町公民館
相談は、1人約50分程度　（電話予約制）
※就職先をご紹介するものではございません。
※相談対象者は、雲仙市内在住または雲仙市へ�
ＵＪＩターン希望の人
【相談の時間帯】� ①10時30分～11時20分
� ②11時30分～12時20分
� ③13時30分～14時20分
� ④14時30分～15時20分
� ⑤15時30分～16時20分
� 申込・問　商工労政課　☎38-3111

■就職したい人を応援します。
　　～就職支援相談～

〔
広
告
〕
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情報ひろばInformation of Unzen

■
雲
仙
市
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

対
象　
①
市
内
在
住
者
、
ま
た
は
市

内
に
在
職
す
る
者
②
雲
仙
市
テ
ニ

ス
協
会
に
所
属
す
る
会
員
③
そ
の

他
、
雲
仙
市
テ
ニ
ス
協
会
が
適
当

と
認
め
た
人

場
所　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
あ
づ

ま
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

期
日　
４
月
21
日
㈮
～
６
月
23
日
㈮

毎
週
金
曜
日（
全
10
回
）※
雨
天
な

ど
で
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
は

別
日
に
実
施
。

参
加
費　
入
会
金
３
０
０
０
円（
保

険
料
を
含
む
）・
ナ
イ
タ
ー
料
金

１
０
０
円
／
回
※
市
外
の
人
は
ビ

ジ
タ
ー
料
と
し
て
４
０
０
円
別
途

徴
収

申
込
期
限　
４
月
７
日
㈮

申
込
方
法　
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
申
込
み

問　
雲
仙
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局　

中
村
不
可
止

�

☎
・
℻
０
９
５
７（
74
）４
４
０
２

■
長
崎
県
央
職
業
訓
練
校
平
成
29
年

度
受
講
生
募
集

コ
ー
ス
　〇
夜
間　
建
築
設
計
科
、

木
造
建
築
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
初
級
・
中

級
・
実
践
・
建
築
設
備
科
、
は
じ

め
て
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
、２・３
級

エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
対
策
科
、
パ

ソ
コ
ン
実
用
講
座
、
イ
ン
テ
リ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
科
、
２
級
建

築
士
短
期
特
訓
科
、１・
２
級
建
築

施
工
管
理
技
士
科
、
第
二
種
電
気

工
事
士
科
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
科

〇
昼
間
　Ｃ
Ａ
Ｄ
初
級
科
、
は
じ
め

て
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

申
込
期
限　
３
月
31
日
㈮
ま
で

問　
長
崎
県
央
職
業
訓
練
校　

�

☎
０
９
５
７（
22
）０
０
３
６

■
ご
自
宅
で
国
際
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
雲
仙
国
際
交
流
の
会
で
は
、
国
な

ど
が
行
う
事
業
に
よ
り
来
日
す
る
外

国
人
に
、
短
期
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
を

紹
介
す
る
た
め
、
受
入
先
と
な
る
登

録
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
人

は
、
ぜ
ひ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
あ
わ
せ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
中
で
す
。

問　
雲
仙
国
際
交
流
の
会（
代
表 

田
中
）

�

☎
０
９
０（
５
４
８
１
）７
１
５
７

Em
ail:Kokusaikoryu.unzen@

gm
ail.com

■
相
続・遺
言
の
出
前
講
座
に
つ
い
て

　
公
証
役
場
の
公
証
人
が
、
市
民
の

皆
様
の
と
こ
ろ
へ
出
向
き
、
相
続
や

遺
言
の
仕
方
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
説
明
し
、
相
続
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
相
続
手
続

が
簡
単
に
な
る
方
法
を
お
教
え
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

対
象　

お
お
む
ね
10
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
な
ど

日
時　
相
談
に
応
じ
ま
す

講
師
料　
不
要

問　
諫
早
公
証
役
場　

�

☎
０
９
５
７（
23
）４
５
５
９

■「
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）に
よ
る
疾
病
」

の
補
償
・
救
済
に
つ
い
て

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
の
発
症
原
因
が
労
働
者
と
し

て
石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い

た
こ
と
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場

合
、
労
災
保
険
給
付
や
特
別
遺
族
給

付
金
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
労
働

基
準
監
督
署
ま
た
は
都
道
府
県
労
働

局
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
労
災
補
償
制
度
の
ご
案
内
に
つ
い

て
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問　
長
崎
労
働
局
労
災
補
償
課　

�
☎
０
９
５（
８
０
１
）０
０
３
４

■
訪
問
歯
科
診
療（
往
診
）に
つ
い
て

　
島
原
南
高
歯
科
医
師
会
で
は
歯
科

医
院
に
通
院
困
難
な
人
の
た
め
に
、

ご
自
宅
・
病
院
・
施
設
で
の
歯
科
診

療
や
お
口
の
ケ
ア
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

問　
島
原
南
高
歯
科
医
師
会
訪
問
歯

科
地
域
連
携
室　

�

☎
０
９
５
７（
73
）６
４
８
０

「
消
防
団
員
応
援
の
店
」大
募
集

　
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に

日
夜
活
躍
し
て
い
る
消
防
団
を

地
域
を
あ
げ
て
応
援
す
る
た
め
、

地
域
の
お
店
や
事
業
所
に
協
力

い
た
だ
き
、
消
防
団
員
や
そ
の

家
族
に
対
し
て
、
割
引
な
ど
の

優
遇
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
い
た
だ

く
「
長
崎
県
消
防
団
員
応
援
優

遇
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

問　
公
益
財
団
法
人

　
　
長
崎
県
消
防
協
会

�
☎
０
９
５（
８
９
５
）２
１
４
６

登録のメリットは？
〇店舗イメージアップ・店舗ＰＲのチャンス
〇集客拡大、新規顧客獲得

登録するにはどうしたらいい？
　長崎県のホームページから申請書をダウンロードし、
市または地域の消防団にご提出ください。
　登録内容は長崎県の公式ホームページ
「ながさきの消防団」で公表させていただきます。

１．不動産登記／相続、贈与、売買、抵当権設定等
１．商業登記／会社設立、役員変更等
１．成年後見人申立、農地法申請手続

司法書士／行政書士

平野康麿事務所
・相続登記はお済み
ですか？

・遺言は書かなくて
大丈夫ですか？

お気軽にご相談
ください 雲仙市小浜町北野１０５５番地

ＴＥＬ　０９５７‒７４‒５５１２
E-mail:hirano_55@yahoo.co.jp

ひ ら の や す ま ろ

〔
広
告
〕
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情報ひろば Information of Unzen

■
医
師
同
乗
救
急
自
動
車
対
応
時
の

　診
療
費
負
担
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
３
月
よ
り
県
央
消
防
本

部
と
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し

た
医
師
同
乗
救
急
自
動
車
の
運
用
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
医
師
が
同
乗
し
た

救
急
自
動
車
が
出
場
し
、
医
師
が
診

療
し
た
場
合
、
診
療
費
（
往
診
料
、

検
査
、
薬
剤
料
、
救
急
搬
送
診
療
料

な
ど
）
が
発
生
い
た
し
ま
す
。
そ
の

診
療
費
に
関
し
ま
し
て
は
診
療
を
受

け
た
患
者
さ
ん
に
ご
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問　
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
９
５
７（
52
）３
１
２
１

■
星
空
観
察
会

日
時　
毎
週
土
曜
日
、
３
月
19
日
㈰

の
晴
天
時　
午
後
７
時
30
分
～
９

時
30
分　
※
雨
天・曇
天・雷・雪・

積
雪
時
の
場
合
は
、中
止
し
ま
す
。

場
所　
雲
仙
諏
訪
の
池
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー

参
加
料　
無
料

申
込
方
法　
午
後
９
時
ま
で
に
諏
訪

の
池
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問　
諏
訪
の
池
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
９
５
７（
76
）５
０
１
０

■
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん

　～
引
き
こ
も
り
や
不
登
校
者
を

�

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
～

　
「
一
緒
に
話
を
し
た
い
」「
あ
な
た

の
声
が
聞
き
た
い
」
引
き
こ
も
り
経

験
者
や
不
登
校
経
験
者
が
勇
気
を
出

し
て
参
加
し
ま
す
。
み
ん
な
で
経
験

を
共
有
し
、
一
緒
に
な
っ
て
考
え
ま

し
ょ
う
。

日
時　
毎
月
第
３
日
曜
日　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
愛
野
町
公
民
館

問　
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん

　
　
代
表　
草
野
友
一

�

☎
０
９
０（
３
４
１
９
）４
１
３
４

■
青
年
国
際
交
流
事
業
に
参
加
し
ま

せ
ん
か

　
内
閣
府
で
は
、
平
成
29
年
度
に
実

施
す
る
青
年
国
際
交
流
事
業
（
国
際

青
年
育
成
交
流
事
業
／
日
本
・
韓
国

青
年
親
善
交
流
事
業
／
「
東
南
ア
ジ

ア
青
年
の
船
」
事
業
／
次
世
代
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
事
業
「
シ
ッ

プ
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー

ス
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
」
／
地
域
課
題
対

応
人
材
育
成
事
業
「
地
域
コ
ア
リ
ー

ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」）
に
参
加
を
希

望
す
る
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で

18
歳
以
上
30
歳
以
下
の
人

問　
内
閣
府
青
年
国
際
交
流
担
当
室

�

☎
０
３（
６
２
５
７
）１
４
３
４

■「
健
康
一
口
メ
モ
」30
集
が
で
き
ま

し
た

　
24
時
間
電
話
を
通
し
て
最
新
の
健

康
・
医
療
情
報
を
提
供
し
て
い
る

「
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
の

２
０
１
６
年
放
送
原
稿
を
ま
と
め
た

小
冊
子
が
完
成
し
ま
し
た
。
精
神

科
、
泌
尿
器
科
、
婦
人
科
な
ど
の
相

談
し
づ
ら
い
テ
ー
マ
も
多
数
収
録
。

ミ
ニ
サ
イ
ズ
の
「
家
庭
の
医
学
書
」

と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

価
格　
４
０
０
円（
送
料
別
）

問　
長
崎
県
保
険
医
協
会　

�

☎
０
９
５（
８
２
５
）３
８
２
９

■
農
業
者
の
皆
様
へ
　～
青
色
申
告

を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
～

　
青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客

観
的
に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な
ツ
ー

ル
で
す
。
青
色
申
告
に
は
、
税
制
上

の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早

速
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
新
た

に
青
色
申
告
を
始
め
る
個
人
の
場

合
、
平
成
29
年
３
月
15
日
ま
で
に
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
「
青
色
申
告
承

認
申
請
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
で
、

平
成
29
年
分
の
所
得
か
ら
青
色
申
告

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
を

対
象
と
し
た
収
入
保
険
制
度
の
導
入

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
制
度
の
主
な
内
容
】

・
農
業
者
ご
と
の
農
産
物
の
販
売
収

入
全
体
の
収
入
減
少
を
補
て
ん
す

る
任
意
加
入
の
制
度
。

・
加
入
対
象
者
は
、
５
年
以
上
の
青

色
申
告
実
績
が
あ
る
農
業
者
が
基

本
。た
だ
し
、
青
色
申
告（
簡
易
な

方
式
を
含
む
）実
績
が
１
年
分
あ

れ
ば
加
入
可
能
。

・
当
年
の
収
入
が
基
準
収
入
の
９
割

（
５
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が

あ
る
場
合
）を
下
回
っ
た
場
合
に
、

下
回
っ
た
額
の
９
割
を
補
て
ん
。

・
基
準
収
入
は
、
農
業
者
ご
と
の
過

去
５
年
間
の
農
産
物
の
販
売
収
入

の
平
均
を
基
本
に
設
定
。

問　
九
州
農
政
局
地
方
参
事
官

　
　
（
長
崎
県
担
当
）　

�

☎
０
９
５（
８
４
５
）７
１
２
１

〔
広
告
〕
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　市では、牛口みなとタウンの一般分譲を行います。
　1区画に対し、同時に複数名の申し込みがあった場合は、抽選となります。
受付期間　随時受付（個人・法人問わず）　午前９時～午後５時（土、日、祝日除く）
受付場所　雲仙市役所財産管理課
申込方法　�本人または委任された人（委任状が必要）が、受付期間内に�

必要書類を添えて申込む。
申込資格��　次のいずれにも該当する個人または法人とします。
　○分譲代金の支払いができるもの　○市町村税の未納がないもの
　○成年被後見人もしくは被保佐人または破産者でないもの
　※その他条件などがありますので、売払い要綱を熟読の上、お申し込みください。

牛口みなと公園

平成29年2月末日現在
9,404円/㎡

牛口みなとタウン住宅用地分譲

問　財産管理課　☎38-3111

好評分譲
中！

　
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
。

　
３
年
間
の
雲
仙
市
で
の
生
活
を
終

え
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
散
歩
道
が
最
後
だ
と
思
う
と

寂
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

振
返
っ
て
み
る
と
３
年
と
い
う
時
間

は
と
て
も
短
か
っ
た
で
す
。

　
雲
仙
市
で
は
３
年
の
間「
新
し
い

経
験
」を
た
く
さ
ん
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
人
生
で
初
め
て
多
く
の

市
民
と
交
流
を
し
、
初
め
て
市
内
の

美
味
し
い
食
べ
物
を
食
べ
、
初
め
て

市
内
の
多
く
の
学
生
や
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
個

人
的
に
は
、
初
め
て
日
本
の
民
俗
踊

り
を
習
い
、
初
め
て
ズ
ン
バ
と
い
う

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
も
習
い
ま
し
た
。

楽
し
い
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
方
々
に

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
各
地
に
は
私
と
一
緒
に
着
任

し
た
交
流
員
の
同
期
が
₂₀
人
も
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
私
が
雲
仙
市
に
来

る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
幸
せ
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
自
負
で

き
る
の
は
私
が
お
会
い
で
き
た
雲
仙

市
民
の
皆
さ
ん
が
と
て
も
優
し
い

方
々
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
５
年
間
の
留
学
生
活
が
あ
り
ま
し

た
が
、
雲
仙
市
で
も
っ
と
多
く
の
日

本
人
と
出
会
え
、
美
味
し
い
日
本
料

理
を
味
わ
い
、
日
本
の
伝
統
文
化
に

触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
雲
仙
市
で
生
活
し
た
３
年
間
こ

そ
本
当
の
草
の
根
交
流
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
人
と
の
交
流
が
何
よ
り

も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
帰

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
先
入
観
を

持
た
ず
に
視
野
を
広
げ
て
人
々
と
接

し
て
い
く
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
直
接

伺
い
、
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
べ

き
で
す
が
書
中
を
も
っ
て
離
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
雲

仙
市
で
の
た
く
さ
ん
の
思
い
出
は
私

の
人
生
に
お
い
て
大
き
な
財
産
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
カ
ム
サ
ハ
ム
ニ
ダ
。

国
際
交
流
員　
金キ
ム
ヒ
ョ
キ
ョ
ン

孝
景
さ
ん
の

ヒ
ョ
キ
ョ
ン
の
散
歩
道
Vol.34

　泉隠寺は、華
ファオムサ
厳寺とともに智

チ
異
リサ ン
山三大寺のひとつで

す。境内には、露のように清く冷たい泉が湧いていた
ことから、かつて「甘

カ ム ノ サ
露寺」と呼ばれていました。当時、

この泉の水を飲めば精神が清まるといわれ、多くの僧
侶たちが集まりました。
　しかし、かつて戦により全焼した後、再建する際に
泉に大きな青大将がしばしば現われ、それを退治して
からというもの泉が湧き出なくなり、泉が隠れたと
いって、1677年から泉隠寺と名前を変えました。不
思議なことに名前を変えた後から原因不明の火災が頻
繁に起こり、住民たちもお寺を守ってくれる青大将を

退治したからだと恐れました。これを伝え聞いた朝鮮
4代名筆のひとりが、流れるような書体で智異山泉隠
寺と書いた額を掛けてからは火災が発生しなくなった
と言われ、今も、明け方の静かな時間には、額から水
の流れる音がかすかに聞こえてくると言われています。
お寺の入口を流れる渓谷にかけられた橋の上に建つ
水
ス
垂
ホン ル
楼は一枚の東洋画を連想させるほどの美しさです。

泉
チョヌ ン サ

隠寺　～統一新羅時代の古寺～
姉妹都市　韓国求

ク
礼
レ
郡
グン
から、アンニョンハセヨ

泉隠寺 水垂楼
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人のうごき（1月末）� ［住民基本台帳月報］

■人　口：45,090人　　（前月比 －37人）
　　男性：21,358人　　女性：23,732人
■世帯数：17,168世帯　（前月比 +20世帯）

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

雲仙市の
人口割合
（1月末）

10歳未満　3,446人

10～20代
7,752人

30～40代
9,444人

50～60代
13,809人 

70～80代
9,535人 

90代～　1,104人

▼
先
月
号
、
観
光
物
産
課
の
宮
﨑
奈
那
さ
ん
の

「
雲
仙
市
の
魅
力
を
伝
え
た
い
！
」
に
つ
い
て
思

う
と
こ
ろ
を
書
き
ま
す
。
率
直
に
申
し
上
げ
て
私

自
身
が
行
政
に
お
け
る
観
光
振
興
策
の
有
り
様

に
つ
い
て
も
が
き
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
、
行

政
職
員
の
皆
さ
ん
と
視
点
の
違
い
を
感
じ
ま
す
。

私
は
ど
う
し
て
も
ホ
テ
ル
旅
館
等
観
光
関
連
事

業
所
の
立
ち
位
置
か
ら
振
興
策
の
有
り
様
を
考

え
ま
す
。
自
ず
と
成
果
指
標
は
単
な
る
観
光
客
数

に
と
ど
ま
ら
ず
、
事
業
所
の
雇
用
・
収
益
・
納
税

と
い
っ
た
数
値
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
視
点

で
今
日
迄
の
観
光
振
興
策
を
考
え
た
と
き
、
私
が

知
り
う
る
限
り
こ
の
30
年
間
近
く
に
わ
た
る
ホ

テ
ル
旅
館
等
観
光
関
連
事
業
所
の
資
金
繰
り
の

苦
し
さ
を
見
聞
き
す
る
と
、
行
政
の
振
興
策
は
間

違
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
十
分
に
的
を
射
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
事

を
認
識
し
な
が
ら
も
、
限
ら
れ
た
予
算
枠
の
中

で
、
い
わ
ば
前
年
を
踏
襲
し
た
予
算
措
置
を
続
け

る
こ
と
し
か
で
き
て
い
な
い
現
状
に
大
変
危
機

感
を
い
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
日
迄
の
振
興

策
を
検
証
し
、
次
の
段
階
に
進
む
為
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、
行
政
組
織
外
の
観
光
協
会
等
の
事
務
局

機
能
の
強
化
と
島
原
半
島
に
お
け
る
広
域
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
大
規
模

建
築
物
耐
震
化
事
業
に
取
り
組
み
、
今
年
初
め
に

金
融
機
関
を
中
心
と
し
て
雲
仙
み
ら
い
か
た
る

㈱
の
設
立
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
雲
仙
温
泉
・
小
浜

温
泉
を
中
心
に
大
き
な
変
革
の
節
目
を
迎
え
て

い
ま
す
。
観
光
産
業
が
発
展
し
て
市
民
皆
様
に

と
っ
て
地
域
社
会
を
担
う
産
業
だ
と
認
知
し
て

も
ら
う
事
が
ひ
と
つ
の
夢
で
す
。
▼
原
城
址
が
世

界
遺
産
に
認
定
さ
れ
れ
ば
島
原
半
島
は
日
本
最

初
の
国
立
公
園
・
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
世
界
遺
産
を
擁
す
る
日
本
で
唯
一
の
地
域
に

な
り
ま
す
。
島
原
半
島
雲
仙
市
を
訪
れ
て
い
た
だ

く
皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
か
た
む
け
て
、
日
本

を
代
表
す
る
観
光
地
に
な
れ
る
よ
う
一
緒
に
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

 

雲
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市
長
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澤
秀
三
郎

「
観
光
振
興
の
難
し
さ
」

市長のコラム

国民宿舎
３月の季節湯は「よもぎ湯」

問　国民宿舎　望洋荘　☎0957-74-3141

　望洋荘では毎月日曜日に１階
露天風呂において季節湯を実施
しています。３月季節湯は「よ
もぎ湯」。よもぎは殺菌作用や
止血作用があり、切り傷やすり
傷に効果があるとされています。
望洋荘の季節湯をお楽しみくだ
さい。

雲仙市空き家等情報バンク制度について
　近年、田舎暮らしに注目が集まっており、移住
希望者から空き家バンクに関する問合せが増加傾
向にあります。また、市内在住の人も、家族が増
えたことにより、現在住んでいるアパートが手狭
になったことなどから、市内転居を希望するなど
の問合せがあります。
　空き家バンクへの登録状況は、平成28年4月
からこれまでに、土地、建物合計13件を登録し、
そのうち９件は、賃借または売買にて成約済とな
りました。
　このように、登録物件の大半は、登録から成約
まで1年かかりません。ある物件は、登録から1
週間で成約予定となった物件もあります。
　空き家に家財道具がある場合には、家財道具の
片付けに関する補助金も準備しておりますので、
是非、空き家バンクへの登録をご検討ください。
　また、市内で転居をお考えの人も、空き家バン
クへの転居をご検討ください。
　詳しくは、「雲仙市　空き家バンク」で検索くだ
さい。
� 問　政策企画課　秘書政策班
� ☎38-3111

＜空き家イメージ＞
↑�「雲仙市空き家
バンク」は�
こちらから
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第22回 愛のハタあげ大会

第21回 雲仙市吾妻町はた保存会
はた揚げ大会

～観櫻火宴2017～

小浜中学校吹奏楽部
第40回定期演奏会

EVENTEVENTEVENTEVENTEVENTEVENTEVENTEVENTEVENT

EVENTEVENTEVENTEVENTEVENTEVENT

EVENTEVENTEVENTEVENTEVENTEVENT

【日時】４月１日㈯　午前10時～午後３時
　　　　　※天候不良時は４月２日に延期

【場所】島鉄愛野駅下田んぼ（下水処理場そば）

【その他】�市外から参加される団体が保有している 
連ダコなどもあがります。

【日時】４月16日㈰　午前10時～午後３時
　　　　　※天候不良時は４月23日に延期

【場所】雲仙市吾妻町牛口みなとタウン
　　　　（島鉄吾妻駅下）

【日時】３月26日㈰　午後２時～
　　　　　（開場午後１時30分）

【場所】ハマユリックスホール（南串山町）

【入場料】無料
問　愛のまち剣舞筝保存会

☎090-3798-9292

問　雲仙市吾妻町はた保存会
　　☎0957-38-3207、☎090-1878-8830

問　小浜中学校吹奏楽部顧問　草野・今田
☎0957-74-2737

　桜の名所「橘神社」の桜の開花に合わせ、約
400年前の史実を再現した勇壮な火祭りが今年
も行われます。鎧を身にまとった武者たちが、
千々石海岸に集結。総勢約200人による勇壮な
たいまつ武者行列は必見！是非ご来場ください。

【期日】３月25日㈯　午後６時～
【会場】橘神社、千々石商店街、千々石海岸ほか
★武者の鎧を着て、たいまつ行列に参加できます。
　（事前申込み、有料、定員あり）
【参加申込】3月17日㈮まで
【申込方法】下記までお問い合わせください。
　観櫻火宴実行委員会　☎080-5794-4446
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